履歴書　　　           　 　　　 　年　月　日

	フリガナ
	　　
	
	写真
（縦4㎝×横3㎝程度）
	

	氏　名
	　
	
	
	

	○○○○年○月○○日（満○○歳）
	性別
	男　・　女
	
	
	

	

	ふりがな　
	電話番号：　

	〒０００－００００　
○○県・・・
	メールアドレス：　


	学　　　歴（入学、編入学、卒業、修了、退学等を区分して記入してください）

	年　月
	事　　　項

	年　　月

年　　月

年　　月
	

	学　　　位（修士、博士とも記入してください）

	年　月
	事　　　項

	年　　月

年　　月
	

	職　　　歴（入社、退社等を区分して記入してください）

	年　月
	事　　　項

	年　　月

年　　月

年　　月
	

	学会及び社会における活動等

	現在所属している学会
	

	年　月
	事　　　項

	年　　月

年　　月

年　　月
	

	資　格　等

	年　月
	事　　　項

	年　　月

年　　月

年　　月
	

	賞　　　罰

	年　月
	事　　　項

	年　　月

年　　月

年　　月
	

	現在の職務の状況（大学等での授業担当について記入[非常勤講師を含む]）

	勤務先
	職名
	学部、学科等の名称
	担当授業科目名
	備考（前期、後期等）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	上記のとおり相違ありません。

○○○○年　○月　○○日　　　　　　　　　本人氏名　○　○　○　○　　


	教　育　業　績　書
○○○○年○月○○日
氏名　　○　○　○　○　　

	教育上の能力に関する事項

	事項
	年　月
	概　要

	①　教育方法の実践例

	
	＜例＞
①講義の内容を学生に「自分の問題」として考えさせようと促す。
できる限り身近な事例を用い、それに関連する問題点を提示し、それを分析するために有用な概念について説明を行い、マーケティング分野に馴染みのない学生にも、身近な問題として理解させる。
②プレゼンテーション性の強化
講義では基本的にパソコンのパワーポイントを用い、図表や写真を多く提示し、学生の理解を促進し、集中力を持続させる。
③学生との双方向を意識して講義を行う
講義中に学生からの質問を携帯電話のメールで受け、即回答し、学生発信のコミュニケーションを促す。



	②　作成した教科書・教材

	
	学生の自習のための便宜も考え、PDF形式等でレジュメを用意する。


	③　教育上の能力に関する大学等の評価
	
	

	④　実務の経験を有する者についての特記事項
	
	

	⑤　ゼミでの運営・指導方法等
	
	


	研　究　業　績　書
○○○○年○月○○日
氏名　　○　○　○　○　　

	著書、学術論文等の名称
	単著・
共著の別
	発行又は
発表の年月
	発行所、発行雑誌又は発表学会等の名称、ページ

	a.著書
１
２
３
・
・
	
	
	

	b.学術論文
１
２
３
・
・
	
	
	

	c.その他
１学会・研究発表はこちらに
２
３
・
・
	
	
	


（注意）「著書、学術論文等の名称」の項について、書類作成時において未発表のものは記入できません。
